
【広島の価値の共鳴・共振】 

 ① 国際平和拠点ひろしまの形成                               

［令和２年度の取組と課題］  

令和２年度は被爆 75 年の節目の年にあたり，核兵器廃絶に向けた機運を高め，賛同者の

更なる拡大を図るため，オバマ元米国大統領やローマ教皇をはじめ，核兵器廃絶に積極的に

取り組んでいる世界的な著名人から寄せられた今後の広島へのメッセージを，国際平和拠点

ひろしまウェブサイトにおいて発信し，月間閲覧数は約 100 万ＰＶを獲得した。 

また，「核兵器と安全保障を学ぶ広島-ＩＣＡＮアカデミー」等による人材育成，ウェブサイトを

活用した会員獲得やオンライン学習講座英語版の開設，県内外でのパネル展などに取り組ん

だほか，国連と連携した国際平和のための対話イベント「ＵＮ75 in Hiroshima」や，ビジネスと平

和構築のあり方との関係を多面的に議論する「2020 世界平和経済人会議ひろしま」を開催し，

核兵器廃絶に向けた機運醸成を図った。 

一方，世界的な新型コロナの影響により，ひろしまラウンドテーブルの開催中止により議長声

明が作成できなかったほか，ＮＰＴ運用検討会議が延期となり，メッセージを発信する機会が失

われた。 

次年度以降も継続して参加者を増加させていくためには，平和のメッセージを世界へ発信し，

平和な世界の実現に向けた活動を実施していく担い手の育成や，より多様な主体との連携が

不可欠である。 

こうした中，被爆 75 年を契機に，核兵器のない平和な世界の実現に向けた取組を強化する

新たな提案である「ひろしまイニシアティブ」の策定を進め，令和３年３月にこの骨子を発表し，

その推進組織となる「へいわ創造機構ひろしま（略称ＨＯＰｅ）」の令和３年４月１日の設立につな

げた。 

 

［令和３年度の取組方向］ 

｢ひろしまイニシアティブ｣を推進するため，新たな安全保障政策に関する研究機能，核兵器

廃絶と国際平和の実現に貢献する人材育成機能，賛同者拡大のための情報発信機能等を充

実させ，様々な主体とのネットワークを構築しながら国際社会への働きかけを強化していく。 

このため，核軍縮研究国際ネットワーク会議での研究・議論を深化させるとともに，ＮＰＴ運用

検討会議での国連や各国政府関係者への働きかけ，国際平和のための対話イベントの開催な

どにより，各国の賛同を得るための働きかけを行う。また，国内外から平和の取組への賛同者を

確保するため，オンラインで開催されるものを含め，様々な国際会議などの機会を捉え，多様

な団体へのアプローチを行う。 

ひろしまラウンドテーブルについてもオンラインで開催し，議長声明の作成・発信を行うこととし，

核兵器廃絶のメッセージを発信していく。 

その他，引き続き，「核兵器と安全保障を学ぶ広島-ＩＣＡＮアカデミー」や「グローバル未来塾

in ひろしま」の開催など，人材育成に取り組むほか，世界平和経済人会議の開催やウェブサイト

を通じた賛同者の拡大を推進していく。 

 

成果指標・目標 
達成 

年次 
全体目標 

R 元までの実績 令和２年度 

 年度 目 標 実 績 達成度 

ひろしまラウンドテーブル議長声

明等の発信 
R2 

海外メディア，

研究機関等か

らの発信 

10 機関 

6 機関 R 元 

海外メディア，

研究機関等

からの発信 

10 機関 

開催中止 ― 

県が作成した資料などを活用し

平和を学ぶ人数 
R3 

30,000 人 

（R 元～3 累計） 
10,000 人 R 元 

20,600 人 

（R 元～2 累計） 

32,065 人 

（R 元～2 累計） 
達成 
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 ② 「ひろしま」ブランド価値向上の推進                            

［令和２年度の取組と課題］  

「ひろしま」 の魅力を表現する４つのブランドコンセプト （「自然と都市が融合した暮らし」 「内

海と山々が織りなす食文化」 「平和への希望が集う場所」「創造性あふれる次世代産業」） に

基づき，統一感のある情報発信を行うことで 「ひろしま」ブランドの更なる価値向上を推進して

きた。 

新型コロナに関する動向を注視しつつ，各企業の海外展開戦略に応じて，バイヤーの招聘や，

台湾における展示会への出展などのビジネスマッチングを行った。 

また，中国においては，上海等の沿岸部に加え，四川省等の内陸部の大きな市場を取り込

むため，（公財）ひろしま産業振興機構上海事務所やジェトロ等の関係機関と連携して，商談機

会の設定に取り組んだ。 

新型コロナによる商談機会の減少，物流費の増加，規制や検疫強化による輸出の停滞の影

響もあり，目標売上未達となった。 

ひろしまブランドショップＴＡＵについては，緊急事態宣言発令に伴う４～５月の全館臨時休業

や，新型コロナ感染拡大防止のための営業時間の短縮措置，不要不急の外出自粛要請なども

あり，来館者数が減少したことに伴い，売上も減少した。 

 

［令和３年度の取組方向］ 

本県の魅力が県内外から支持され，県民の愛着・誇りをさらに高めていけるよう，ブランド価

値向上の視点に基づき，様々な事業に取り組む。 

今後は，海外展開を行うことが国内の売上に好影響を与えると見込まれる地域ブランド力の

ある県内の特産品を重点品目とし，関係機関と連携して海外市場への浸透を図る。具体的に

は，日本一のシェアを誇り，海外バイヤーからのニーズも強く，市場が大きい「かき」を重点品目

として海外展開を進めることとし，成果指標を設定し，中国や東南アジア市場をターゲットに，展

示会出展やバイヤーの招聘など輸出促進の取組を進めていく。 

世界人口の1/4を占め，今後も成長が見込まれるムスリム市場への県内企業の参入を促進

するため，ハラル対応商品の開発や，販路拡大の支援を行う。 

ＴＡＵについては，新型コロナの影響により，首都圏での情報発信力や県産品の販売力の低

下が長引いていることから，ＥＣサイトの構築などアフターコロナを見据えた取組を強化し，首都

圏を中心とした消費者に向け，本物のひろしまの魅力を発信することにより，ひろしまファンの拡

大に取り組む。 

 

成果指標・目標 
達成 

年次 
全体目標 

R 元までの実績 令和２年度 

 年度 目 標 実 績 達成度 

（株）ブランド総合研究所「地域ブ

ランド調査魅力度ランキング」 
R2 8 位以内 15 位 R 元 8 位以内 18 位 未達成 
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３ ビジョンにおける「注視する指標」 

基本理念及び目指す姿に近付いているかを検証するための参考指標として，毎年，２つの

指標「去年と比べた生活の向上感」及び「現在の生活の充実感」について調査を行い，その

推移等を注視しながら，施策を推進することとしている。 

 

今回（令和２年度）の調査では，「去年と比べた生活の向上感」について，「向上している」

と回答した人の割合は 9.0％と，これまで増加傾向にあったものの，対前年度で 5.9 ポイント減，

調査を始めた平成 27 年度と比べて 0.8ポイントの減と，これまでで最も低い結果となった。 

「低下している」と回答した人の割合は 25.9％と，これまで減少傾向にあったものの，対前

年度で 6.0 ポイントの増，平成 27 年度と比べて 1.4 ポイントの減と，最も高かった平成 27 年

度に次いで高い結果となった。 

また，生活が向上したと感じる人は，向上した要因として，半数以上が「所得・収入の増加」

と回答しており，その他，「自由な時間の増加」，「仕事や学業の充実」という回答が多くなっ

ている。「自由な時間の増加」については，新型コロナの影響があったという回答が多かったも

のの，それ以外の要因では新型コロナの影響があったという回答は少数となっている。 

一方，低下していると感じる人の約８割が，「所得・収入の減少」を低下の要因としており，

そのうちの大部分が新型コロナの影響を受けたと回答している。また，新型コロナの影響がな

かったと回答した方は２割弱であり，生活の低下に新型コロナが影響したと感じている人は，８

割以上にのぼっている。 

これらのことから，今回の生活の向上感の悪化については，新型コロナによる県民生活へ

の経済的な影響が非常に大きかったといえる。 

 

「現在の生活の充実感」については，「充実感を感じている」と回答した人の割合は 70.3％

と，これまで増加傾向にあったものの，対前年度で 3.1 ポイント減となったが，こちらは平成 30

年度以前よりも高い値を維持しており，平成27年度と比べると13.1ポイントの増となっている。 

「充実感を感じるために必要なこと」については，半数以上が「ゆったり休養すること」と回答

しており，その他，「趣味やスポーツに熱中すること」や「家族団らんすること」という回答が多く

なっている。 

また，充実感を感じている人と感じていない人との間で，「家族団らんすること」が必要と回

答した人の割合の差が 15.2 ポイントと，令和元年度（12.7 ポイント）よりもさらに広がっている。 

 

この結果を踏まえ，まずは，県民生活に重大な影響を及ぼしている新型コロナの感染拡大

防止及び社会経済活動の持続的な正常化の両立に取り組むことで，生活の「向上感」や

「充実感」の回復を図るとともに，県民が将来にわたって安心して生活でき，子育ての不安や

負担感を軽減するための取組や，地域で医療・介護を安心して受けられる体制の構築など，

「向上感」や「充実感」をさらに押し上げていくための施策を推進していく必要がある。 
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＜生活の向上感・充実感に関する意識調査＞   ◇去年と比べた生活の向上感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇向上していると感じた要因（複数回答可）   ◇低下していると感じた要因（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇現在の生活の充実感                ◇充実感を感じるために必要なこと 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.3 

57.2 

 令和２年度 

調
査
対
象 

母集団 県内在住の 20 歳以上の男女 

標本数 1,647 人 

調査時期 令和 3 年 2 月 

調査方法 インターネット調査 

回収結果 1,647 人 
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４ これまでの取組の成果と課題 
 
（１）ビジョンにおける取組の全体評価 

「ひろしま未来チャレンジビジョン」では，「将来にわたって，『広島に生まれ，育ち，住み，働いて

良かった』と心から思える広島県の実現」という基本理念を基に，平成 27 年には「仕事でチャレン

ジ！暮らしをエンジョイ！活気あふれる広島県～仕事も暮らしも。欲張りなライフスタイルの実現

～」を本県の目指す姿（将来像）として掲げ，県民が夢と希望を持てる経済成長を実現し，豊かさ

を実感できる経済を背景に，健康で生きがいを持って暮らし，それぞれの価値観に基づいた満足

を実現できる社会の構築を目指してきた。 

このビジョンに基づき，人口減少・少子高齢化やグローバル化の進展などの環境変化，加速す

る東京一極集中や東日本大震災をきっかけとした防災意識の高まりなどの社会経済環境の変化

に対応しながら， 

・多様な人材の育成や集積などあらゆる分野の基礎となる「人づくり」 

・イノベーションを持続的に創出し，雇用や所得を生み出す「新たな経済成長」 

・暮らしに直結した生活基盤を支える「安心な暮らしづくり」 

・個性や資源を生かした「豊かな地域づくり」 

の４つの政策分野を相互に連関させ，相乗効果をもたらしながら好循環する流れをつくり出す取

組を行ってきた。 

 

「人づくり」については，経済・医療・福祉・教育などあらゆる分野に共通する基盤づくりとして，乳

幼児期から社会人までを見据えた一貫した取組を実施した。その結果，合計特殊出生率は平成

21 年以降，概ね 1.5 前後で推移し，男性の育児休業取得率（Ｈ22：4.6%→Ｒ元：13.0%）も上昇

し，いずれも全国平均を上回って推移している。また，平成 31 年度の「広島叡智学園中学校・高

等学校」の開校，令和３年度の「叡啓大学」の開学など，全国に先駆けて取り組んできた「学びの

変革」をはじめとする人材育成が着実に進展している。 

 

「新たな経済成長」については，本県が誇るものづくり産業の集積や農林水産資源，観光資源

などを生かし，あらゆる分野でのイノベーションを通じた産業振興や雇用創出，交流人口の拡大に

取り組んだ。その結果，県内総生産（Ｈ22:10 兆 5,480 億円→Ｈ30:11 兆 7,140 億円）や一人当

たりの県民所得（Ｈ22：270 万円→Ｈ30：311 万円）が着実に増加し，平成 26 年度には伸び率が

全国一位となった。また，観光面では，令和元年には総観光客数は 6,719 万人，観光消費額は

4,410 億円に達し，観光消費額は，過去最高を更新した。さらに，第４次産業革命に対応するた

め，平成 30 年度に構築した「ひろしまサンドボックス」では，県内外から 1,800 を超える人材・企

業が参画し，ＡＩやＩｏＴなどの新しい技術を活用して社会課題の解決を目指した様々な実証実験

に取り組むなど，イノベーション志向の人材・企業が着実に増加している。 

 

「安心な暮らしづくり」については，県民の暮らしの課題に対応し，安心して日常生活が営めるよ

う，医療・介護，福祉のほか，防災・減災対策に取り組んだ。その結果，「地域包括ケアシステム」

を県内全ての日常生活圏域（125 圏域）で構築し，人口 10 万人当たりの医療施設従事医師数

（H22:235.9 人→H30:258.6 人）や介護職員数（Ｈ22:39,142 人→Ｒ元:51,503 人）も増加してい

る。また，がん対策においては，がん検診受診率向上を図り，全ての二次保健医療圏域に設置し

ている「がん診療連携拠点病院」を中心とした医療連携体制の構築や「広島がん高精度放射線

治療センター」を整備したことなどにより，人口 10 万人当たりのがんによる 75 歳未満年齢調整死

亡率（Ｈ22：79.9 人→Ｒ元：67.1 人）も大きく改善した。さらに，平成 30 年７月豪雨災害に対し，

被災者の生活再建や公共土木施設の復旧とともに，将来にわたって安全・安心に暮らせるまちづ

くりをハード・ソフト両面から一体的に進め，創造的復興による新たな広島県づくりに取り組んでいる。 
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「豊かな地域づくり」については，県民が地域に誇りと愛着を持ち，県外からも住んでみたいと思

われるよう地域資産の価値向上などに取り組んだ。その結果，県民が誇りと愛着を持ち移住先と

しての認知度向上（Ｒ元：移住希望地域ランキング２位）を通じて移住世帯数は着実に増加した。

また，平成 28 年のオバマ米国大統領，令和元年のローマ教皇の広島訪問など，核兵器廃絶に

向けた国際的な機運の高まる中，「ひろしまイニシアティブ」の骨子を発表し，令和３年４月の推進

組織「へいわ創造機構ひろしま（略称 HOPe）」の設立につなげた。 

 

このようにそれぞれの政策分野において，社会経済や大規模災害の発生など，時々刻々と変

化する本県を取り巻く環境に柔軟かつスピード感を持って対応し，適切にＰＤＣＡを回すことにより，

それぞれの取組は一定の成果を上げてきた。 

 

また，ビジョンを改定した平成 27 年度からは，ビジョンに掲げた基本理念及び目指す姿に近づ

いているかを検証するための参考指標として「去年と比べた生活の向上感」，「現在の生活の充

実感」を設定し，その推移を毎年調査してきた。令和２年度は新型コロナの影響を受けたものの，

平成 27 年度から令和元年度までの間は，いずれも年々改善してきた（「生活の質が向上してい

る」Ｈ27：9.8%→Ｒ元：14.9%，「現在の生活に充実感を感じている」Ｈ27:57.2%→Ｒ元：73.4%）。 
 
◇去年と比べた生活の向上感 ［再掲］     ◇現在の生活の充実感 ［再掲］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

こうしたことから，ビジョンに基づいた取組を展開してきたことで，加速度的に進む人口減少，急

速に進展するデジタル技術やグローバル化，頻発する大規模災害や新型コロナ危機など，先行き

不透明な時代においても，県民が夢と希望を持てる経済的基盤を確立し，その豊かさを実感しな

がら，一人一人が安心して，健康に，生きがいを持って暮らすことができ，それぞれの満足を実現

できる社会の実現に一歩近づくことができたと認識している。 

新型コロナ危機を契機として，デジタル技術の活用，新しい生活様式や働き方，適切な空間の

確保など，新たな価値観を前提とした社会への対応が求められる。 

そのような中で，本県が将来にわたり発展し続けるためには，イノベーション立県や学びの変革，

中山間地域の魅力創出など，これまで進めてきた取組を加速させ，製造業のみに依存しない急

激な環境変化に対応できる力強い産業構造への転換やデジタル人材の育成，都市と自然の近

接性を生かした適散・適集な地域づくりなどを進める必要がある。 

このため，これまでの取組による成果を踏まえ，「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」の下で，

様々な取組を加速させ，地域社会全体の価値を高め，発展させ，将来にわたって，「広島に生ま

れ，育ち，住み，働いて良かった」と心から思える広島県を実現していく。  

73.4（R1） 

57.2 

- 45 -



（２）「注視する指標」の推移 

ビジョンに掲げた基本理念及び目指す姿に近づいているかを検証するための参考指標である

「注視する指標」について，本県が調査を開始した平成 27 年から，全国調査（内閣府「国民生

活に関する世論調査」）の結果が判明している令和元年度（令和２年度は調査中止）まで，全

国調査の結果との比較を行った。 

「去年と比べた生活の向上感」については，「向上している」及び「低下している」と回答した人

の割合は，いずれも本県が全国を上回って推移してきている。 

しかしながら，本県と全国の割合の差異を見ると，「向上している」と回答した人の割合は差

異が拡大している一方で，「低下している」と回答した人の割合の差異は縮小傾向にあり，生活

感の向上について，本県は全国と比較して，年々改善が進んできているものと考えられる。 

 「現在の生活の充実感」については，「充実感を感じている」と回答した人の割合は全国を

下回り，「充実感を感じていない」と回答した人の割合は全国を上回って推移しており，充実感

は総じて全国よりも低くなっている。 

しかしながら，全国との差異を見ると，「充実感を感じている」（Ｈ27：▲15.4→Ｒ元：▲0.7），

「充実感を感じていない」（Ｈ27：16.6→Ｒ元：2.1）といずれも差異が大幅に縮小しており，充実

感については，全国とほぼ同水準にまで改善したと考えられる。 

 

  ○ 去年と比べた生活の向上感 （％） 

      Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ 

向上して 

いる 

広島県 ― 9.8 11.1 12.1 13.3 14.9 9 

全国 6 5.9 5.5 6.6 7.2 5.5 ― 

差異 ― 3.9 5.6 5.5 6.1 9.4 ― 

低下して 

いる 

広島県 ― 27.3 25 24 22.6 19.9 25.9 

全国 20.9 18.8 17.5 14.7 13.8 14.1 ― 

差異 ― 8.5 7.5 9.3 8.8 5.8 ― 

  ○ 現在の生活の充実感 （％） 

  Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ 

充実感を 

感じている 

広島県 ― 57.2 59.7 59.3 62.9 73.4 70.3 

全国 73.1 72.6 71.5 73.5 73.7 74.1 ― 

差異 ― ▲15.4 ▲11.8 ▲14.2 ▲10.8 ▲0.7 ― 

充実感を 

感じて 

いない 

広島県 ― 42.8 40.3 40.8 37.1 26.6 29.7 

全国 25.7 26.2 26.4 24.9 24.6 24.5 ― 

差異 ― 16.6 13.9 15.9 12.5 2.1 ― 
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（３）ビジョンで設定した指標の達成状況 

ビジョン改定時（平成 27 年）に各施策領域で設定した指標 112 指標のうち，調査がなくなり

推移を追うことができなくなった２指標を除いた 110 指標について，目標年次における実績値

（目標年次の実績値が判明していない指標については直近の実績値）をもとに，ビジョンで設定

した基準値から目標値に向け，どれだけ近づけることができたのか，進捗率を算出したところ，

目標値を達成した指標は全体の 32％，６割以上の進捗があった指標は全体の 49％となった。 

分野別では，達成指標の割合が最も高い分野は「豊かな地域づくり」で，42％の指標が目標

を達成している。 

また，６割以上の進捗があった指標が，「安心な暮らしづくり」の分野では全体の約 60%を占

めるのに対し，「人づくり」や「新たな経済成長」においては，約 40％台となっている。 

分 野 指標数 100％ 
100％未満

80％以上 

80％未満

60％以上 

60％未満

40％以上 

40％未満

20％以上 

20％未満 

（0％を除く） 
0％ 

人   づ   く   り 33 9(27%) 3(9%) 4(12%) 1(3%) 7(18%) 0 9(27%) 

新 た な 経 済 成 長  27 7(26%) 2(7%) 1(4%) 4(15%) 1(4%) 3(11%) 9(33%) 

安 心 な暮 らしづくり 38 14(37%) 2(5%) 6(16%) 7(16%) 2(5%) 2(5%) 5(13%) 

豊 か な 地 域 づ く り 12 5(42%) 0 1(8%) 0 2(17%) 0 4(33%) 

計 110 35(32%) 7(6%) 12(11%) 12(11%) 12(11%) 5(5%) 27(25%) 

   
 

 
   ※算式（0～100％）＝（実績値－基準値）／（目標値－基準値） 

    ただし，目標値を上回ったものは 100％，基準値を下回ったものは 0%に含む。  

   ※基準値はビジョン改定時に設定した現状値。 

  

 

（参考）目標年次の実績値が判明した 73 指標のみの達成状況 

分 野 指標数 達成 未達成 達成率 

人   づ   く   り 23 6 17 26.1％ 

新 た な 経 済 成 長  21 5 16 23.8％ 

安 心 な暮 らしづくり 20 10 10 50.0％ 

豊 か な 地 域 づ く り 9 4 5 44.4％ 

 
  

54(49%) 
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（４）政策分野別の主な取組の成果 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

「人」は，経済，医療，福祉，教育など，あらゆる分野における力の源泉であることから，「人づ

くり」は，全てに共通する基盤であるとの認識のもと，乳幼児期から社会人までを見据えた一貫

した取組を進めた。 

（乳幼児期から社会人まで一貫した人材育成） 

乳幼児教育においては，全県的な乳幼児期の教育・保育の質の向上に向け，平成 30 年４

月に設置した乳幼児教育支援センターを拠点に，園・所等や家庭教育への支援に取り組んだ。 

初等中等教育においては，これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成を目

指し，全国に先駆けて「学びの変革」に取り組み，平成 31 年には，先導的に実践する「広島叡

智学園中学校・高等学校」を開校し，国公私立の枠を超えて，県全体への「学びの変革」の浸

透・実践を進めた。 

高等教育においては，社会経済環境の変化に対応できる資質・能力を有する人材を育成す

るため，令和２年の県立広島大学の学部・学科等の再編と，令和３年４月の「新たな教育モデ

ル」を実践する「叡啓大学」の設置を両輪とする改革を行うなど，高等教育機能の強化に向け

た取組を進めた。 

 （少子化対策） 

身近な場所における子供と家庭に関する切れ目のない相談・支援体制として平成 29 年度

から「ひろしま版ネウボラ」の構築を進め，子育てへの不安や負担感の解消に取り組んでおり，こ

れまで６市町で展開されるなど，地域の子育てサポート体制が向上している。 

こうした取組により，合計特殊出生率は概ね 1.5 前後での推移を続けており，常に全国平均

を上回っている。 

 （女性の活躍・働き方改革） 

欲張りなライフスタイルの実現と密接に関係する働き方改革や女性の活躍に向けて，経済団

体など関係機関が一丸となった取組により，女性の就業率向上や働き方改革に取り組む企業

の裾野が広がるなど好循環が生まれつつある。 

こうした取組により，男性の育児休業取得率（Ｈ22：4.6%→Ｒ元：13.0%）も上昇しており，こち

らも全国平均を上回っている。 

 

  

 

これからの本県を内外から支える人材の育成，人をひきつける広島らしいライフスタイルの実

現など，全ての県民が輝く環境の整備により，人が集まり，育ち，生き生きと活躍しています。 

将来像 

人づくり 

成果 
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本県が誇るものづくり産業の集積や，変化に富んだ自然環境が育む多様な農林水産資源，

世界に認められた豊富な観光資源などを生かし，あらゆる分野でのイノベーションを通じて，産

業振興と雇用創出，交流人口の拡大等に取り組んできた。 

 （産業イノベーション） 

「イノベーション立県」の実現に向けて，ひろしまサンドボックス等の取組を進め，多様な人材

のネットワークの構築や地域における産学金官連携の推進など，県内産業を下支えする基盤

的横断的な施策と，本県が強みを有する技術や産業に着目した分野別振興施策を組み合わ

せ，イノベーションが次々と起こるイノベーション・エコシステムの構築に取り組んできた。 

こうした取組により，イノベーションを起こす意欲を持った人材によるつながりの創出や，産学

官連携によるものづくり産業のデジタル化のプロジェクトの創出，県内外の人材等のマッチングに

よる創業など，新たな成長の芽が生まれている。 

また，県内総生産（Ｈ22：10 兆 5,480 億円→Ｈ30：11 兆 7,140 億円）についても着実に増

加してきている。 

 （農林水産業） 

農業においては，大規模団地の整備やひろしま農業経営者学校の受講等を通じて，担い手

の規模拡大や企業の農業参入，個別経営から組織経営への転換が進むとともに，企業経営を

目指す若者が現れており，経営力の高い担い手を中心とした生産構造の確立に向けた取組が

進んでいる。 

 （観光） 

観光においては，情報発信の強化，地域の特色を生かした魅力ある観光地づくり，受入体制

の整備促進，国・地域のニーズに応じた効果的なプロモーション等による国際観光の着実な推

進により，総観光客数（Ｈ23：5,532 万人→Ｒ元:6,719 万人）と観光消費額（Ｈ23：3,045 億円

→Ｒ元：4,410 億円）は，ともに大きく増加するなど，観光産業は力強く成長した。しかし，令和２

年は新型コロナの影響により大幅な落ち込みとなっている。 

 

  

新たな経済成長 

新たな挑戦を行う企業や人が活発に活動し，イノベーションを通じて新しい経済成長のステ

ージが生まれることで，魅力ある雇用・労働環境が創出され，県民が将来に向けて大きな希

望が持てる強固な経済基盤が整っています。 

将来像 

 

成果 
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県民の皆様の暮らしの課題に的確に対応し，安心して日常生活を営むことができるよう，医

療・介護，福祉，治安などの体制整備や環境保全，防災・減災対策に取り組んできた。 

 （健康寿命の延伸） 

医療・介護及び健康においては，全ての県民の生活の質（ＱＯＬ）の向上を目指す姿とし，

「健康寿命の延伸」を総括目標に設定して，一体的に取組を推進した。 

地域包括ケアシステムの構築と機能強化を図り，県内のどこに住んでいても安心して，医療・

介護サービスが受けられる環境づくりを進めたことにより，人口 10 万人当たりの医療施設従事

医師数（Ｈ22：235.9 人→Ｈ30：258.6 人）や，介護職員数（Ｈ22：39,142 人→Ｒ元：51,503 人）

は着実に増加するなど，具体的な成果が出始めている。 

県民の死亡原因１位であるがんの対策においては，がん検診の受診率の向上に向けた取組

に加え，全ての二次保健医療圏域に設置している「がん診療連携拠点病院」を中心とした医療

連携体制の構築や「広島がん高精度放射線治療センター」を整備したことなどにより，それまで

全国平均並みで推移していた，人口 10 万人当たりのがんによる 75 歳未満年齢調整死亡率

（Ｈ12：100.8 人→Ｈ22：79.9 人→Ｒ元：67.1 人）は，この１０年で大きく改善している。 

 （平成 30 年７月豪雨災害からの復旧・復興） 

平成 30 年７月豪雨災害により，多くの人的被害，家屋やインフラの物的損害など，戦後最

大級の被害がもたらされた中，県では，国，市町を始め，民間事業者や多くのボランティアなど

の取組の支援に支えられ，これまで，被災された住民の日常生活の一日も早い回復が図られ

るよう，速やかな復旧に最優先で取り組むとともに，この災害を起点として，被災前よりも更に良

い状態に県全体を押し上げていく創造的復興を成し遂げるべく取組を推進してきた。 

こうした取組により，被災者の生活再建に向けた個別支援計画の策定や災害廃棄物の処理，

土砂災害警戒区域等の指定は全て完了し，公共土木施設の災害復旧事業も令和３年７月時

点で７割超の箇所が完成するなど，被災者の方々の生活再建やインフラの復旧などが着実に

進展した。 

  

医療・介護，福祉や，いつどこで起きるかわからない自然災害など，県民生活に直結した課

題について，企業，団体，県民などの様々な主体と連携して，社会全体でその課題解決に取

り組み，全ての県民が安心して生活し，幸せを実感できる環境が整っています。 

将来像 

安心な暮らしづくり 

 

成果 
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都市と自然の近接性，世界に誇れる瀬戸内海など，魅力あふれる多彩な資源を生かして，

県民が誇りと愛着を持ち，県外の人々からも「住んでみたい」と評価されるよう，地域資産の価

値向上や機能性の向上，情報発信等に取り組んだ。 

（「ひろしま」ブランド・瀬戸内ブランド） 

ブランドショップＴＡＵにおける様々な情報発信が首都圏メディアやＳＮＳを通じて広がったこと

で店舗の認知度が向上し，平成 30 年度には売上額が 10 億円を超えるなど，首都圏における

ブランド発信が進むとともに，平成 28 年に設立した「せとうちＤＭＯ」による広域的な観光プロモ

ーション等により，瀬戸内の島々が「The New York Times の 2019 年に行くべき所」に日本で

唯一選出されるなど，瀬戸内ブランドの確立が進んだ。 

また，本県への移住世帯数は着実に増加しており，移住希望地域ランキングも近年上位を

維持し，令和元年には全国２位となるなど，移住先としての認知度も確実に向上した。 

（都市圏の魅力向上） 

広島市と共同で策定した「ひろしま都心活性化プラン」に基づき，広島市都心部の魅力ある

都心空間の創出に取り組み，再開発プロジェクトやエリアマネジメント組織の設立が進む中，経

済界と行政との連携によるまちづくり推進組織「広島都心会議」の設立につなげた。 

（中山間地域） 

中山間地域においては，全ての活力の原動力となる人づくりに重点を置き，地域づくりを支え

る多様な人材の育成・ネットワークづくりに取り組み，「ひろしま さとやま未来博 2017」などを通

じて，地域づくりの核となる人材（Ｈ28：70 人→Ｒ２：381 人）は着実に増加し，地域課題の解決

につながる活動が広がりを見せている。 

（平和貢献） 

国際平和の推進に向けては，人類史上初の原子爆弾による惨禍を経験した広島の使命とし

て，「国際平和拠点ひろしま構想」を策定し，これに基づき，核兵器廃絶と復興・平和構築のた

めの取組を包括的に進めてきた。 

こうした中，平成 28 年のオバマ米国大統領や，令和元年のローマ教皇の広島訪問が実現

し，核兵器廃絶への国際的な機運を大きく高める契機となった。 

また，被爆 75 年を契機に，核兵器のない平和な世界の実現に向けた取組を強化する新た

な提案である「ひろしまイニシアティブ」の策定を進め，その推進組織である「へいわ創造機構ひ

ろしま（略称 HOPe）」の設立につなげた。 

地域の人々が，地域特性や固有の資源を「力と宝」と実感し，磨き，発揮するとともに，多様性

のある地域が連携することにより新たな活力を生み出し，県民一人ひとりが地域に愛着と誇りを持

ち，国内外から魅力ある地域として選ばれる，住みやすく個性ある豊かな地域になっています。 

将来像 

豊かな地域づくり 

 

成果 
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